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研究成果の概要（和文）：本研究は、患者の入院や手術において看護学生と看護師の電子カルテ閲覧の画面遷移
を比較し、看護師による効率的な情報収集技法のモデリングを行い、看護学生の情報収集支援ツールを開発す
る。看護学生は、最初にバイタルサインや一般状態を確認し、多職種のアセスメント記録から情報を得ていた。
一方、看護師は最初に多職種のアセスメント記録を確認し、バイタルサインや一般状態の情報を収集していた。
各画面の関係性を表した散布図は、看護学生は分散が大きいのに対し、看護師は分散が小さかった。看護学生の
課題は、電子カルテの情報構成についての知識、多職種と協働した患者の問題解決の思考であり、これらの課題
を支援する教材を開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was development of support tool of gathering 
information for nursing students based on analysis browsing patterns of Electronic Health Record 
(EHR) by nurses and nursing students. First the nursing student collected information on vital signs
 and general condition of patient, next collected information from the assessment record by the 
medical care team. However, first the nurse collected information from the assessment record by the 
medical care team, next collected information on vital signs and general condition of patient. 
Scatter plot showing the relationship of each screen were while nursing students had large 
dispersion of distribution, nurses had small variance of distribution. Therefore the problem of the 
nursing student were knowledge about the information constitution of EHR and thinking about the 
problem solving of the patients by collaborated the medical care team. We developed the teaching 
materials which supported these problems.

研究分野：看護教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
看護学生と看護師の電子カルテ閲覧パターンの差異を明らかにしたことは学術的意義が深い。看護学生の電子カ
ルテの情報構成についての知識及び多職種と協働した患者の問題解決の思考についての課題は、看護基礎教育に
おける課題ともいえる。臨床では、患者の問題に対し多職種が協働して専門的なアプローチが求められており、
在宅医療においてはさらに進んでいる。このような背景を考えると、看護基礎教育における従来からの看護過程
のみの教育では、患者の問題へのアプローチに対する思考や、多職種の専門性への意識が育ちにくい。したがっ
て、チーム医療の思考を育む教材での教育は、在宅医療が推進される現代において社会的意義も深いと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

表 1 電子カルテの主な画面に表示される情報 

１．研究開始当初の背景 
電子カルテは、チーム医療の実践において有用なツールである。しかし、看護学生は、電子
カルテにある膨大な情報を理解し、必要な情報を効率的に収集することは難しいと考えられる。
また、臨地実習は、看護学生の問題解決能力の向上を図るための重要な科目でもあり、患者の
問題解決にあたって必要な情報を認識し目的を持って収集できなければ学習効果に影響する。 
 
２．研究の目的 
本研究は、患者の入院及び手術というイベントに対し、看護学生と看護師の電子カルテ閲覧
パターンの差異を分析し、電子カルテからの効率的な情報収集技法について評価を行う。そし
て、看護師による効率的な情報収集技法のモデリングを行い、学習のための支援ツールを開発
することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
病院情報システムに蓄積された看護学
生と看護師のアクスログを抽出した。電子
カルテの画面遷移の解析は、オープンソー
スの統計解析ソフト R ver3.3.3を使用し、
DEMATEL 法（Decision Making Trial and 
Evaluation Laboratory）により解析した。
DEMATEL法とは、要素間の関係の有無や
関係の強さを定量的に評価する手法であ
る。また、その分析の結果をもとに、要素
間の関係を構造化することができる 1)。電
子カルテの主な画面に表示される情報に
ついては表 1に示す。 
 
４．研究成果 
１）看護学生の患者受持ち時と看護師が患者入院翌日に閲覧した電子カルテの画面遷移と各画
面の役割 
分析した学生のアクセスログは 3,425件、看護師のアクセスログは 8,521件であった。看護学
生が閲覧した電子カルテの画面は 22画面、看護師は 25画面であった。 
表 2は、看護学生が閲覧した電子カルテの画面間の関係を表したものである。看護学生が主
に閲覧していた 4画面と患者の入院情報に関わる 6画面以外は、ほとんど関係性が見出されな
かったためその他としてまとめて示した。同様に看護師も、主に閲覧していた 6画面と患者の
入院情報に関わる 4画面以外はその他としてまとめ、表 3に示した。総合影響行列の影響度（D）
とは、1 つの項目について他の項目にどれだけ影響を与えているか、つまり、他の画面にどれ
だけ移動しているかを表す指標である。被影響度（R）とは、他の画面からどれだけ移動され
ているかを表す指標である。これを踏まえて看護学生の画面遷移を確認すると、「カルテ起動」
から「経過表」、「SOAP/IE記録」、「経過表」、「診察取消」の順であった。一方、看護師は「カ
ルテ起動」から「SOAP/IE記録」、「経過表」、「ケア実施」、「経過表」、「SOAP/IE記録」、「診察
取消」の順であった。 
看護学生及び看護師が閲覧した電子カルテの各画面の役割は、因果ダイアグラムで表す（図

1,2）。因果ダイアグラムでは、値の大きさやその正負によって各画面が持つ役割、つまり始点
側（原因）か終点側（結果）かを判断することができる。因果ダイアグラムにおける横軸は、
各画面の影響度と被影響度を足したものであり、この値が大きければ大きいほど、全体の中で
中心的な役割を持つ画面であり、閲覧回数が多いということを表す。一方、縦軸は、各画面の
影響度と被影響度の差を示しており、影響度が大きいとその画面が始点の役割を、被影響度が
大きいとその画面が終点の役割を持つことを表す。 
看護学生が多く閲覧している画面は、「カルテ起動」、「経過表」、「SOAP/IE 記録」、「診察取
消」であった（図 1）。前述した画面と比較して閲覧は少ないが、入院というイベントに関わる
「看護プロフィール」や「検査結果」についても閲覧していることがわかった。看護学生が主
に閲覧していた各画面の役割については、始点に「カルテ起動」と「診察取消」があり、終点
に「SOAP/IE記録」と「経過表」があることがわかった。 
看護師が多く閲覧している画面は、「カルテ起動」、「SOAP/IE記録」、「経過表」、「ケア実施」、
「処方実施カレンダー」、「診察取消」であった（図 2）。「看護プロフィール」や「検査結果」
等についても少ないが閲覧されていることがわかった。各画面の役割については、始点に「診
察取消」があり、終点に「SOAP/IE 記録」と「経過表」、「ケア実施」があることがわかった。
また、因果ダイアグラムでは、看護学生が閲覧している画面のばらつきは大きいが、看護師は
小さいことがわかった。 
 



表 2 看護学生が閲覧した電子カルテの画面間の総合影響行列 

 
表 3 看護師が閲覧した電子カルテの画面間の総合影響行列 

 

 
２）患者の手術翌日に看護学生と看護師が閲覧した電子カルテの画面遷移と各画面の役割 
分析した学生のアクセスログは 3,425件、看護師のアクセスログは 5,475件であった。電子カ
ルテの画面遷移は、受持ち時と同様、看護学生はバイタルサイン等の一般状態の把握から行っ
ているのに対し、看護師は多職種の情報から患者の最新状態の把握を行っており、チーム医療
に対する認識の差異が影響していると考えられた。また、看護学生は 1人の患者で閲覧終了か
らカルテ起動を繰り返しており、目的を明確にした情報収集の難しさが伺えた。その背景とし
て、電子カルテは 1つの画面に多職種の多種多様な情報が掲載されることにあることが考えら
れる。本研究は、患者の入院に焦点をあてた分析の結果と同様の結果が得られたが、因果ダイ
アグラムでは、学生が手術に関連して閲覧した「経過表」が突出しており、これは看護師には
ない傾向であった。看護師はアセスメントを繰り返しながら情報収集を行っており、情報収集
の目的に沿って情報から情報へと繋がっていく一定のパターンが生み出される。そこに学生と
看護師の差異が生まれると考えられ、看護基礎教育における課題であることがわかった。 
看護学生が主に閲覧していた各画面の役割では、始点に「カルテ起動」、「診察取消」および
「検査結果」があり、終点に「SOAP/IE記録」と「経過表」があることがわかった。一方、看
護師は始点に「カルテ起動」と「診察取消」があり、終点に「経過表」、「SOAP/IE記録」およ
び「ケア実施」があることがわかった。また、因果ダイアグラムでは、看護学生が閲覧してい
る画面についてはばらつきが大きいが、看護師は小さいことがわかった。 
 
 
 
 

図 1 受持ち時に看護学生が閲覧した画面の 
因果ダイアグラム 

図 2 入院翌日に看護師が閲覧した画面の 
因果ダイアグラム 



表 4 看護学生が閲覧した電子カルテの画面間の総合影響行列 

 
表 5 看護師が閲覧した電子カルテの画面間の総合影響行列 

 
 

 
３）看護学生と看護師の電子カルテ閲覧パターンの差異からみえた課題と学習支援ツールの開
発 
看護学生の患者を受持ち時と看護師の患者入院翌日は、患者の生活背景等の情報を看護学生、
看護師ともに行っていた。しかし、看護学生が看護師よりも閲覧が多い傾向があり、看護学生
が電子カルテの操作に不慣れであること、必要な情報を認識し、効率よく収集することが困難
なため何度も画面を確認していることが推察された。 
看護学生と看護師が電子カルテで主に閲覧している画面は限られており、それらが各々の情
報収集における中心的な役割を持つ画面と捉えていると考えられた。笠原ら 2）の看護師のアク
セスログデータによる電子カルテ閲覧シーケンスパタンの構造モデル分析においても、看護師
による情報収集の中心的役割を果たす画面は、実質にはほぼ 5画面で完結していたと述べてい
る。また、看護師は少ない画面展開で効率よく必要な情報を収集するために、システム設計上
の既存のリンク以外にユーザが自由に後付けできるカスタムリンクを有効に活用していたとも
述べている。電子カルテは、チーム医療に貢献するツールとして効率よく必要な情報が収集、
共有できるよう設計されている。そのため、少ない画面で目的に応じた多職種の多種多様な情
報が効率的に収集できるよう表示される。このような中、看護学生にとっては、画面の中のデ
ータを情報として認識し、目的にあった必要な情報を収集することの難しさがある。 
また、電子カルテの画面遷移で特徴的であったのは、看護学生は「カルテ起動」から「経過
表」へと遷移するが、看護師は「SOAP/IE記録」へと遷移していたことである。これは、電子
カルテの活用において、看護学生はバイタルサイン等の一般状態の把握から行うのに対し、看
護師は多職種の情報から患者の最新状態の把握を行っていると考えられる。前述したが、臨床
ではチーム医療の実践により電子カルテは患者記録として多職種が情報を記録し、収集、共有

図 3 手術翌日以降に看護学生が閲覧した画面 
の因果ダイアグラム 

図 4 手術翌日に看護学生が閲覧した画面 
の因果ダイアグラム 



される。したがって、看護師のチーム医療に対する意識の定着がこのような画面遷移に現れた
と考えられる。看護基礎教育においては、チーム医療を背景とした電子カルテの活用について
の教育の必要性が示唆された。 
 看護学生が閲覧した電子カルテの画面で、始点の役割にあったのは「カルテ起動」と「診察
取消」であった。他の画面は、「カルテ起動」から移動して閲覧されたものが多いということは
当然の結果と考えられる。A大学病院の電子カルテシステムでは、学生の電子カルテ閲覧可能
なのは受持ち患者のみである。したがって、「診察取消」が始点の役割にあるということは、受
け持ち患者で「診察取消」から「カルテ起動」を繰り返していることが考えられる。この結果
からも、看護学生は電子カルテの操作が不慣れなことや、必要な情報を認識し、効率よく収集
することの困難さがあると推察される。一方、看護師は複数の患者の看護を担当するため、閲
覧した電子カルテの画面で「診察取消」が始点の役割にあったと考えられた。 
看護学生と看護師が閲覧した画面の因果ダイアグラム（図 1、2）の各画面の分布を比較する
と、全体的に看護学生の分布は看護師よりもばらつきが大きい。特に、看護学生は「カルテ起
動」と「SOAP/IE記録」、「経過表」、「診察取消」に偏っていた。一方、看護師は「診察取消」
がプラスに偏っている以外は、ほぼ中心に分布していた。これは、看護師が情報収集にあたっ
て、目的に沿ったある一定の法則に則って効率的に収集していることが考えられる。電子カル
テの扱いにも慣れている看護師に比べ、看護学生にこのような傾向がみられたことは自然であ
る。しかし、看護学生が、電子カルテの操作と患者情報の構成要素を理解することでこのばら
つきを縮小し、看護学生の学習効果と情報収集における効率性の向上に寄与する電子カルテ活
用が可能となると考える。 
本研究では、これらの分析結果及び課題から、看護学生が多職種の役割を意識した患者問題
の焦点化へのプロセス及び看護計画立案を支援するツールを研究協力者とともにデータベース
ソフトを使用し作成した。 
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